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　皆様方には、日頃より工業研究所をご利用いた

だきますとともに、当所事業に対しましてご支援

とご協力を賜り、心よりお礼申し上げます。この

たび４月１日付けをもちまして、工業研究所の所

長を拝命いたしました。まことに光栄であるとと

もに当所設立以来の歴史の重さを痛感していると

ころでございます。微力ではございますが、全力

をつくして職責を全うしたいと考えておりますの

で、変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますようお願

い申し上げます。

　現在、当所では企業の皆様への「総合支援」を

目指して事業を進めております。この言葉には、

当所の「技術相談、依頼試験、受託研究、技術者

研修等」のメニューの多様さ、「機械金属、材料化

学、電子情報」といった対応分野の広さ、「製品開

発の企画から設計、試作」までの一貫支援に加え、

「既存技術の向上と新分野への進出」に至る企業活

動へのお手伝いなど、多様な意味を込めておりま

す。このような「中小企業の技術支援」に軸足を

置いた運営方針への皆様のご理解のもと、当所を

ご利用頂く企業数は年々増加し、今では年２万件

を超える「技術相談」および「依頼試験」をお受

けしております。今後とも慢心することなく、皆

様の技術パートナーとして、信頼性向上に努めて

まいります。

　ご存じのように、当地域の輸送機械や工作機械

等を中心とした「ものづくり産業」は当地域の経

済成長を牽引し、日本を支えてまいりました。し

かし、リーマンショックに続く東日本大震災、エ

ネルギー問題、長引く超円高などの厳しい経済状

況のなかで当地域は非常に大きな痛手を被り、特

定分野に依存した従来の産業構造からの転換が課

題となっております。名古屋市では平成２３年度か

らの５年間を計画期間とする「名古屋市産業振興

ビジョン」を策定し、今後の成長が期待される次

世代自動車、航空機、介護福祉機器等を含む５分

野を重点産業分野とし、その活性化を図っていま

す。これら新分野への進出をはじめとして事業の

見直しを検討されている企業の皆様も多いのでは

ないかと思います。このような転換期にあたり、

当所では新分野進出に関する皆様の意見も伺いな

がら、得意技術の確立に努め、地域の中小企業の

皆様への技術普及を図ってまいります。またその

一方で、「工業研究所に来れば変わらぬ技術支援

が受けられる」との安心感を抱いて頂くためにも、

既存の支援メニューの強化にも引き続き尽力して

まいります。

　「地域の中小企業に最も近い、頼れる公設試験

研究機関」として職員一丸となって努力してまい

ります。今後とも当所のご利用と、皆様のご助言、

ご協力をお願い致しまして、就任のご挨拶とさせ
て頂きます。

新任のご挨拶
所長　平野　幸治



　名古屋市工業研究所では、外部の有識者から構
成される研究課題評価委員会を開催して研究課題
の評価を行っています。平成２５年１月１０日（木）
に平成２３年度で終了した研究課題の事後評価＊１、
平成２５年度から新たに始める研究課題の事前評
価＊２および平成２３年度に２年目にあたる研究課
題の中間評価＊３を行いました。その結果を公表
します。

１．評価結果

評価指標は以下の通り
　【事前評価】
　Ａ：計画通り実施
　Ｂ：一部修正して実施
　Ｃ：計画の変更を要する
　Ｄ：計画を保留し内容を見直す
　【中間評価】
　Ａ：今後十分な研究成果が期待できる
　Ｂ：今後一定の研究成果が期待できる
Ｃ：今後の見通しに問題があり、見直しが必要
　である

Ｄ：研究の終了を検討すべきである
【事後評価】
Ａ：目標を上回る十分な研究成果が得られた
Ｂ：目標を達成し、見込み通りの研究成果が得
　られた

Ｃ：目標を概ね達成し、一定の成果が得られた
Ｄ：十分な研究成果が得られなかった

２．評価委員の主な意見 
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お知らせ 平成２４年度研究課題評価結果について

ＤＣＢＡ評価指標

－－１２事後評価＊１

－－２－事前評価＊２

－－６２中間評価＊３

評価委員の主な意見研究テーマ

事前評価

目的とするバイオプラス
チックを明確にして欲しい。

高機能性プラス
チック材料の開発

適用可能な分野の見極めが
重要と思われる。

ナノ・マイクロ領
域のマルチスケー
ル表面処理技術に
関する研究

中間評価

熱とノイズ対策を総合した
対応についての検討が深ま
ることを期待する。

電子制御機器の設
計効率化の研究

多数の成果があり、共同研
究も十分である。これから
の発展が期待できる。

燃料電池の開発と
応用

計画通り進んでおり、より
対象メタルを絞り込んで実
用化を目指して欲しい。

無機系排水からの
有価金属回収

低域と高域を分離して評価
技術を確立した上で、両者
を合わせた評価技術を検討
すると良い。

広域周波数の電磁
波に対応した材料
特性及び製品評価
技術の開発

測定法の改良等の提言も考
えてはどうか。

熱物性評価技術の
向上に関する研究

想定用途を考慮した開発を
して欲しい。

難めっき素材への
新しいめっき技術
の開発

大変有意義な研究課題と思
われる。ターゲットを絞り
込んで成果につなげて欲し
い。

有機電子部材の開
発

助触媒のメカニズムをはっ
きりさせて将来の発展につ
なげて欲しい。

新規可視光応答型
光触媒の開発

事後評価

成形技術向上に役立ってい
る。今後、更に市工研の独
自技術になるように発展さ
せて欲しい。

Ｘ線ＣＴ３次元測
定によるバイオプ
ラスチック製品の
高品位化

開発品の製造コスト等を数
値化し、利点、欠点を把握
して、今後の活用を期待す
る。

セラミックスの耐
熱部品および耐摩
耗部品への応用に
関する研究

これからも成果の継続が期
待できる。

ナノ技術を応用し
た表面機能化に関
する研究
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　誘電率とは、電界をかけたとき、そこに蓄えら

れるエネルギーの大きさを表します。ガラス、セ

ラミックス、プラスチックなどは、通常直流電流

を通さない絶縁体です。電流が流れない絶縁体で

あっても、外部から電界をかけると絶縁体内部に

は分極と呼ばれるプラスとマイナスの偏りが生じ

ます。これは外部からかけられた電界を打ち消す

作用ですが、誘電率はこの程度を表します。空気

の誘電率はおよそ１、プラスチック等は２～３、

通常のガラスが５～１０、水が８０となります。

　ここ数年、プラスチックや塗料などを開発され

ている、またはその製品を利用される企業の方々

から、誘電率の測定について新規のお問い合わせ

をいただくことが多くなってきました。これには

世界的な製品開発競争の中、コスト削減と短納期

化が求められ、コンピュータを利用して設計の事

前検討をおこなうＣｏｍｐｕｔｅｒ Ａｉｄｅｄ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ

（ＣＡＥ）の活用が広がっていることも背景にある

ようです。ＣＡＥではシミュレーションに用いる

材料の物性値が必須となりますので、いままでは

誘電率の値が要求されなかった材料でも、使用目

的に合わせた周波数での誘電率の値が必要になり

ます。誘電率の測定には、測定する周波数、材料

の状態（固体／液体等）、温度に合わせた測定用ジ

グや装置が必要になりますが、すべての装置を揃

えるためには高額な投資が必要になります。

　当所では、平成２３年度に財団法人ＪＫＡの設備拡

充補助事業の支援を受けて、２００ＭＨｚ～８．５ＧＨｚの

範囲で誘電率（一部透磁率を測定することも可能）

を測定する装置を導入しました（図１参照）。この

装置は、図２のように液体、ゴムなどの半固体、

または表面がフラットな固体を測定できる同軸プ

ローブや、透磁率も同時に測定できる伝送ライン

法のためのジグ、および近年ワイヤレス通信で広

く用いられる周波数である２．４５ＧＨｚ、５．８ＧＨｚに

おけるピンポイントでの誘電率を高精度に測定す

る空洞共振法用のジグを備えています。この高周

波領域用に導入した装置と、従来から使用してい

る５Ｈｚ～１３ＭＨｚの低い周波数領域で平行板コン

デンサ法による測定装置により、様々な材料や製

品の誘電率測定をおこなっています。

図１　高周波材料特性測定装置

図２　同軸プローブによる液体の誘電率測定

　誘電率の測定は、最終的に使用する目的（周波

数／温度）にあわせて測定用のジグや装置を選択

し、またジグに合わせて測定する試料の加工をす

る必要があります。測定をご希望の際には、まず

は以下の連絡先まで、お気軽にお問い合わせくだ

さい。

　　　　（プロジェクト推進室　八木橋　信）

ＴＥＬ（０５２）６５４－９９３７
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試験紹介 必須となりつつある誘電率測定
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開催報告 名古屋商工会議所向け施設見学交流会

　当所の技術支援内容や試験・分析機器を紹介するため、主に製造業の技術者を対象に見学会を実施して
います。平成２５年２月２７日には、名古屋商工会議所の会員企業の方々との交流を図るため、機器設備見学
および交流会を行いました。企業から７６名が参加され、当所の持つ技術シーズや企業が抱える技術的問題
について、活発な議論が交わされました。
　

　　　　　業務説明会　　　　　　　　　　　機器設備見学　　　　　　 　　　　　交流会　　　

お  知  ら  せ　
人　事　異　動

名古屋市の定期人事異動において、次のとおり異動がありました。

（平成２５年３月３１日付）
＊　退職
　　所長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱田　幸弘
　　システム技術部計測技術研究室　　　　　　　足立　廣正

（平成２５年４月１日付）
１　昇任、転入、転出、配置換
　　　　　（新　任）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旧　任）
　　所長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平野　幸治　　参事（共同研究等の総合調整）＜市民
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経済局参事（産業技術）兼務＞
　　参事（共同研究等の総合調整）＜市民　　　　淺尾　文博　　支援総括室長
　　経済局参事（産業技術支援）兼務＞　　　　
　　支援総括室長　　　　　　　　　　　　　　　青木　　猛　　（公財）名古屋産業振興公社・プラズマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術産業応用センター産業応用部長
　　主幹（ものづくり基盤技術支援）　　　　　　秋田　重人　　主幹（共同研究等の企画調整）＜市民
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経済局産業部主幹（産業技術）兼務＞
　　主幹（共同研究等の企画調整）＜市民　　　　大岡　千洋　　主幹（ものづくり基盤技術支援）
　　経済局産業部主幹（産業技術支援）兼務＞　　
　　（公財）名古屋産業振興公社・産学連携・　　 山田　範明　　支援総括室
　　プラズマ産業応用担当部長
　　総務課事務係　　　　　　　　　　　　　　　稲本　裕一　　中央卸売市場北部市場業務課業務係
　　支援総括室　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　治彦　　支援総括室＜市民経済局産業部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業経済課次世代産業係兼務＞
　　支援総括室＜市民経済局産業部次世代　　　　飯田　浩史　　支援総括室
　　産業振興課産業技術支援係兼務＞
　　支援総括室　　　　　　　　　　　　　　　　山岡　充昌　　材料技術部金属・表面技術研究室

２　新規採用
　　システム技術部電子技術研究室　　　　　　　立松　　昌
　　材料技術部金属・表面技術研究室　　　　　　岡東　寿明

３　再任用
　　システム技術部計測技術研究室　　　　　　　足立　廣正

http://www.nmiri.city.nagoya.jp/

